
対応する主な
SDGsのゴール

①
企業経営の
強化支援

②
就労環境の
向上
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●経済状況が大きく変化する中、中小企業・小規
模事業者の経営基盤の強化、設備投資などに
よる生産性の向上のため、経済的支援、ネット
ワークづくりなど、多岐にわたる支援が求めら
れています。

●地域経済の持続的発展のため、市内企業の市
産品の活用を促進するとともに、市内外への販
路拡大の支援を継続していく必要があります。

●市内事業者の経営基盤の強化や、生産性の向上に向
けた経済的支援、IT人材や起業家の育成などニーズに
合った多様な支援を実施するとともに、市内経済団体
と連携し、地域経済の活性化及び好循環をめざします。

●製品、技術、サービスの存在を広くPRすることで、川口
ブランドの認知度を向上させ、新たな企業間交流を通
じてビジネスネットワークの拡大を図ります。

●低金利での制度融資の実施や市内事業者のDXを支援し、経営基盤の安定と生産性の向上を促進します。
●起業を支援するため、セミナーや個別相談などを実施するとともに、起業家同士のネットワークづくりを促進します。
●市産品を積極的に市内外にPRし、産業の活性化を図ります。
●市が発注する公共工事において、市産品活用を促進する川口市産品公共工事活用促進制度に取り組みます。

●市内中小企業の人材不足が深刻化する中、労
働力の確保が課題です。また、就職後の定着率
も低いことから、労働者が安心して長く働くこ
とのできる就労環境を整える必要があります。

●就職支援セミナーやマッチングの機会を設けることに
より、市内中小企業や市内経済団体と連携し、雇用の
確保を図ります。

●若年者の就労の定着率を上げることにより、市内企業
の成長及び市内産業の活性化をめざします。

●若年者、就職氷河期世代、シニア、女性を対象とした就職支援セミナーを開催し、就職に必要な知識の習得を支援します。
●さまざまな年齢層を対象として、合同企業面接会を開催し、市内中小企業への就職者数の増加を図ります。
●奨学金の返還支援や家賃補助を実施し、若年者の経済的負担を軽減し、就労の定着につなげます。

R12実績値を上回る

県内市町村における
伸び率を上回る

400

基準値を上回る

県内市町村における
伸び率を上回る

380

27.3（R7）

1,505,011（R4）

357（R6）・先進技術導入などに対する制度融資の充実や創業支援、就労環境の向上に取り組むとともに、市産品
の積極的な市内外へのPRにより販路拡大を支援することで、市内経済の好循環と雇用を創出し、伝統
産業や多様な産業の持続的発展を図ります。

基準値

経済活動の持続的発展と安定した雇用の確保施策 1

市内中小企業の経営基盤の強化と先進技術の導入による生産性の向上を推進し、市産品のブラ
ンド化や販売促進に力を注ぐことで、市内産業の経済活動を活性化します。施策の目標

施策の概要

中間目標（R12） 最終目標（R17）

■市内総生産額の推移

■関連する個別計画

●川口市産業振興指針

目標指標

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ［％］

市内総生産額 ［百万円］

就職支援セミナー参加者数 ［人］

現状・課題 単位施策の目標 主な取り組み単位施策名

（百万円）
1,520,000

1,500,000

1,480,000

1,460,000

1,440,000

1,420,000

1,400,000

1,380,000
R2 R3 R4R1H30H29

1,505,011

1,451,906

1,424,677

1,466,310

1,476,577

1,466,010

資料：埼玉県市町村民経済計算（令和7年6月30日公表） 就職支援セミナー 女性就職支援フェア―就職面接会ー 就職支援セミナーチラシ



対応する主な
SDGsのゴール

①
ものづくり
産業の
さらなる振興

②
担い手の育成
と技術の振興

③
企業立地及び
業務拡張等の
支援
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●伝統産業における事業所数の減少が深刻化す
る中、企業の国内だけでなく国際的な市場競争
力の強化が課題となっています。

●エネルギーや原材料の価格高騰により製造コ
ストが増大し、企業の利益率が圧迫され、事業
の持続可能性の低下が危ぶまれています。

●市産品の販路拡大と業務効率化による生産性向上に
よりコスト高を上回る利益率を確保して市内企業の競
争力を高め、市内経済の好循環を生み出すことで、持
続可能な事業遂行と産業の活性化を図ります。

●技術力の維持強化や、市産品のPRとともに、販路拡大の支援や補助を行い、市内企業の競争力を高め、市産品の販路拡大によ
るものづくり産業の振興を図ります。

●市産品の販路拡大事業等による企業及び製品技術のPRや企業間交流を促すとともに、ビジネスマッチング等を通じて新たな価
値の創造を促進することで市内企業の競争力を高めます。

●ものづくり産業のDXを支援し、業務効率化とともに生産性の向上を促進します。

●市内製造業における技術・技能を継承する人材
の不足が深刻化する中、後継者の育成が課題と
なっています。

●卓越した技術・技能者を顕彰することで、社会的地位の
向上を図るとともに、後継者を確保・育成し、市内製造
業の活性化と技術の振興を図ります。

●ものづくりイベントを通じて、伝統的な技術・技能を尊
重し、継承するまちをめざします。

●本市産業界における卓越した技術・技能者を顕彰します。
●伝統的な技術・技能への理解を深めてもらうため、未来を担うこどもをはじめとした、年代を問わず多くの人が参加できるものづ

くり体験教室を開催し、職人の実演を通じて高度な技術を直接感じるとともに、ものづくりの楽しさを伝える場を提供します。
●技術の向上を図るために鋳物技術講習会を開催し、鋳物工業技術の向上と知識の習得を図ります。

●東京都と隣接し交通の利便性に優位性がある
一方、地価が高く、市外企業の進出需要に応え
られる事業用地の確保が課題となっています。

●市内工場が撤退した跡地では、住宅地化等が
進んでいます。

●製造事業者等の市内への誘致により、産業の空洞化防
止、雇用機会の拡大、工場進出による既存企業へのさ
まざまな波及効果を通した市内経済の活性化を図り
ます。

●市内企業の新規事業及び事業拡張などを支援するとともに、市外企業の市内への進出を促進するための補助を行います。
●民間事業者の事業用土地等需要に応えるため、民間団体と連携し、事業者の立地促進を図ります。
●工場跡地の住宅地化等が進んでいる現状を踏まえ、その跡地を再び工場用地として活用するため、積極的に工場の誘致を推進

します。

R12実績値を上回る

全国における
伸び率を上回る

全国における
伸び率を上回る

基準値を上回る

全国における
伸び率を上回る

全国における
伸び率を上回る

31.9（R7）

22,374（R6）

562,201（R6）・市内の卓越した技術・技能者の顕彰や製造事業者等の市内への誘致を促すなど、伝統技術を活かしつ
つ、グローバル化に対応した持続可能な産業構造の醸成、地域経済の安定と活性化を促すとともに、市
産品の販路拡大事業などを通じた異業種交流による新たな価値創出を促進します。

基準値

ものづくり産業を活かした新たな価値の創出施策 2

卓越した技術・技能者を有する歴史あるものづくり産業のさらなる振興により、持続可能な地域経
済の発展をめざし、企業間交流や異業種交流を通じて、伝統と技術が融合した新たな価値の創出
を図ります。

施策の目標

施策の概要

中間目標（R12） 最終目標（R17）

■製造業従業者数の推移 ■製造品出荷額の推移

川口市市産品フェア資料：工業統計調査、経済センサス-活動調査、経済構造実態調査 資料：工業統計調査、経済センサス-活動調査、経済構造実態調査 ものづくり体験教室

■関連する個別計画

●川口市産業振興指針

目標指標

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ［％］

従業者数（製造業） ［人］

製造品出荷額 ［百万円］

現状・課題 単位施策の目標 主な取り組み単位施策名

22,319

22,647

20,543

22,716

23,144

22,374

（人）
23,500

23,000

22,500

22,000

21,500

21,000

20,500

20,000

19,500

19,000
R2 R3 R4 R5R1 R6

（百万円）

R2 R3 R4 R5 R6R1

547,847

520,237

465,740

520,783

532,813

562,201

580,000

560,000

540,000

520,000

500,000

480,000

460,000

440,000
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②
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施策 3

●商店街は、来街者の減少、空き店舗の増加、店
主の高齢化、後継者不足など、さまざまな課題
に直面しています。また、ライフスタイルの変化
による消費者ニーズの多様化や郊外型商業施
設の出店などにより地域商業をめぐる環境が
大きく変化しています。

●商店街が地域住民のインフラとして機能するとともに、
地域のにぎわい創出や街の安全・安心を守る機能を果
たすなど、地域コミュニティの中核的役割を担う商業
環境の創出をめざします。

●地域の特性や個店の魅力を活かし、消費者ニーズに応じた商店街づくりを支援します。
●地域コミュニティの中心的な場として、にぎわいの創出や地域交流促進を図る事業を支援します。
●商店街の空き店舗対策や調和のとれた景観づくりを支援します。
●個店ならではのサービスの提供や顧客とのコミュニケーションなどを活かした買い物を楽しめる環境づくりを支援します。

●大型ショッピングモール等の出店、急速に進む
キャッシュレス化を含むDXをはじめとした購
買機会の多様化やインターネットショッピング
の拡大は、消費者の利便性が高まる一方、個店
の来訪者に影響を及ぼしており、店舗外の消費
行動を加速させています。

●市内経済の好循環を創出するため、大型店と中小事業
者が共存できる環境を実現し、魅力ある商業空間を推
進することにより、市内での購買意欲を醸成するとと
もに、官民が一体となった地域経済の活性化をめざし
ます。

●市内商業事業者への包括的な支援により、地域経済の活性化を推進します。
●個店の魅力を高め、店舗の集客力や購買意欲を向上させる取り組みを支援します。
●商業者が消費者ニーズを的確に捉え、販路拡大や経営環境の向上をめざした取り組みを支援します。
●DXに対応した販売形態などのスキルを習得し、実店舗と連携・併用する取り組みを支援します。

R12実績値を上回る

全国における
伸び率を上回る

全国における
伸び率を上回る

基準値を上回る

全国における
伸び率を上回る

全国における
伸び率を上回る

68.9（R7）

29,511（R3）

1,015,680（R3）
・地域や個店の特性を活かして多様な消費者ニーズに応える環境を創出するとともに、景観づくりや地域

コミュニティの醸成によって、地域の暮らしを支える、魅力ある商店街づくりを支援します。

基準値

にぎわいと魅力ある商業の振興

この街で買い物を楽しみたいと思えるにぎわいのある商業環境づくりと、地域と共に歩む活気ある
商店街づくりをめざし、商業の振興を図ります。施策の目標

施策の概要

中間目標（R12） 最終目標（R17）

■商業（卸売業・小売業）の推移

川口芝川鯉のぼり祭り 川口桜まつり 川口七夕まつり自然ふれあい祭り

■関連する個別計画

●川口市産業振興指針

目標指標

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ［％］

従業者数（卸売業・小売業） ［人］

年間商品販売額 ［百万円］

現状・課題 単位施策の目標 主な取り組み単位施策名

川口市 平成14年 平成16年 平成19年 平成26年 平成28年 令和3年
事業所数（箇所） 5,195 4,720 4,614 3,241 3,388 2,924
従業者数（人） 37,271 35,434 35,217 26,913 30,842 29,511

年間商品販売額（百万円） 1,135,468 1,016,082 1,028,704 1,051,832 1,122,968 1,015,680

※平成26年に日本標準産業分類の第12回改定があり、調査設計の大幅変更が行われました。
資料：商業統計調査、経済センサス-活動調査
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●伝統的な植木を中心とする花きに加え、野菜・
果樹など多様な農産物を生産しています。

●農業者の高齢化や担い手不足による、生産量の
減少が課題となっています。

●グリーンセンターにおいては、長年、緑に親しむ
植物園として市民に愛されてきました。しかし、
近年の社会状況の変化に対応するため、利用
者のニーズを把握し、 更なる集客力の向上を図
ることが課題となっています。

●農業者の経営力の強化や担い手の確保を通して、都市
農業の振興を図ります。

●本市農業が有する歴史ある技術や技能、品種などの普
及宣伝を図り、新たな顧客やニーズの開拓、販路拡大
を図ります。

●グリーンセンターは、市内緑化産業に関わる卓越した
技術や人材を積極的に活用し、高いサービスを発信・
提供するとともに、イベントや展示などで、川口の「農」
をPRし、更なる集客力の向上を図ります。

●農業経営の安定・向上のため、市内の経済団体等との協働により、川口産農産物の販路拡大をめざします。
●担い手の確保に向けて、後継者・新規就農者の育成支援を行います。
●グリーンセンターにおいては、身近な緑化の意識を啓発する教室や、植物や生き物などと触れ合える場を提供し、エンターテイン

メント要素を盛り込んだイベントや展示手法など、すべての人に楽しく、わかりやすく植物の魅力を伝えることで、利用者の興味
や関心を高めていきます。

●本市は東京都に隣接し、都市化の進行が顕著
であることから、農地が減少する傾向にありま
す。しかし、都市農地には地産地消や景観形成
など多様な機能が期待されており、農地の減少
に歯止めをかけることが喫緊の課題となってい
ます。

●持続的な農地の保全により、農産物を供給する機能を
はじめ、良好な景観の形成、学習や交流の場の提供な
ど多様な機能を有する財産である農地を次世代につな
いでいくことをめざします。

●遊休農地の発生防止・解消のため、農地バンク制度の周知を図ります。
●遊休農地の情報をデータ化し管理することで農地バンクの活用を図ります。
●生産緑地法等の改正に関する情報提供や賃借の促進等、生産緑地の適正な保全と円滑な活用を図ります。
●市民へのレクリエーションの場や農業への理解促進につながる市民農園等の開設・運営支援を行い、農地の保全と活用を図り

ます。

R12実績値を上回る

県内市町村における
伸び率を上回る

2,500

基準値を上回る

県内市町村における
伸び率を上回る

2,500

41.1（R7）

769（R4）

3,510（R5）
・川口緑化センター、農業協同組合及び市内農業団体などと連携して都市農業の振興を図るとともに、

グリーンセンターなどにおいて緑に親しむ機会を増やします。
・都市化による農地の減少を抑えるために遊休農地の活用を推進し、都市農地の保全を図ります。

基準値

未来ある都市農業の振興施策 4

農地の保全を推進するとともに歴史と伝統を誇る植木を中心とする花きに加え、野菜・果樹と
いった本市の農産物のブランド力向上と販路拡大を図り、都市農業の振興につなげることをめざ
します。

施策の目標

施策の概要

中間目標（R12） 最終目標（R17）

■グリーンセンター来場者数の推移

ナイトガーデン 園芸教室

■関連する個別計画

●第2次川口市農業基本計画（川口市都市農業振興計画）

目標指標

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ［％］

市内総生産額（農業） ［百万円］

農地バンクを活用した農地の賃貸借面積 ［㎡］

現状・課題 単位施策の目標 主な取り組み単位施策名

■市内総生産額（農業）の推移

資料：埼玉県市町村民経済計算（第11表 経済活動別市町村内総生産）
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Ⅴ

施策 5

●東京近郊の都市間における本市の競争力を高
めるため、効果的な広報活動に加え、市内の産
業や文化、豊かな自然など、地域の魅力発信や
新たな魅力の創出によるイメージや知名度の
向上が課題となっています。

●ものづくりや植木産業と合わせて、豊かな自然
や地域に根差した文化芸術などの地域資源を、
本市の魅力として発信し、集客や交流、知名度
やブランド力の向上などに活かしていく戦略が
求められています。

●さまざまなシティプロモーション活動を通じて、本市の
イメージ、知名度を向上させ、交流人口・定住人口・関
係人口の増加を図ることで、地域経済の活性化につな
げます。

●地域資源を活用した情報発信により、市民が日常的に
本市の魅力を感じながら生活し、地域経済が循環する、
にぎわいあるまちづくりの実現をめざします。

●東京都と隣接した立地の良さや、生活のしやすさに加え、日光御成道や赤山陣屋跡などの歴史的資源、豊かな自然環境とのふれ
あいの場、特色ある産業や文化芸術など、本市が持つ多様な地域資源を活かして、市公式ホームページをはじめ、官民連携地域
情報ウェブサイト「トリコカワグチ」やSNSによる魅力発信、動画の放映、マスコットキャラクターの活用など、さまざまなシティプ
ロモーション活動により、幅広く市内外に向けて効果的にPRを行います。

●SKIPシティは、映像産業を核とした次世代産
業の導入・集積を目的に平成15年にオープンし、
映像産業に関わる取り組みが定着しています。

●SKIPシティでは、令和6年に商業施設がオープ
ンしたほか、大型撮影スタジオであるNHK川口
施設（仮称）の整備が進められています。

●更なる地域経済の活性化と交通ネットワークの
構築が課題です。

●映像産業を核とした次世代産業の導入・集積により、
地域経済の競争力を高め、持続可能な地域社会の形成
をめざします。

●SKIPシティで開催される各種イベントやNHK川口施設
（仮称）など周辺施設の利用促進により、多様な人々が
訪れ、にぎわいが生まれることによって、本市の認知度
が向上する、地域経済の相乗的な発展を図ります。

●さまざまな映像コンテンツに関する産業創出をめざし、映像産業を核とした次世代産業の導入・集積に取り組みます。
●SKIPシティ周辺の、住環境と調和のとれた整備を行い、交通ネットワークの改善に取り組みます。
●NHK川口施設（仮称）をはじめとする周辺施設と連携し、地域経済活性化に寄与する取り組みを行います。

R12実績値を上回る

R12実績値を上回る

2,947,200

基準値を上回る

基準値を上回る

1,832,400

14.6（R7）

24（R6）

1,024,745（R6）
・誇れる文化・産業・自然に加えて住みやすさなどの地域の魅力を、関係団体と連携を図りながら市内外

へアピールし、多くの人が本市の魅力を知り、来訪と定住による地域経済の活性化を実現できる環境を
整えます。

基準値

地域資源の活用による地域経済の活性化

本市の特徴ある多種多様な魅力を、市内外に発信し、地域資源を活用した観光振興に取り組むこ
とで、地域経済の活性化を促し、魅力ある訪れたいまち、さらなる選ばれるまちの実現をめざします。施策の目標

施策の概要

中間目標（R12） 最終目標（R17）

「あいうえおのまち川口」い：鋳物① 「あいうえおのまち川口」い：鋳物② SKIPシティ国際Dシネマ映画祭2025 SKIPシティ国際Dシネマ映画祭2025メインビジュアル

■関連する個別計画

●川口市産業振興指針

目標指標

この施策の推進が図られていると感じる人の割合 ［％］

記者会見・記者懇談会資料提供件数 ［件］

官民連携地域情報ウェブサイト「トリコカワグチ」PV数 ［回］

現状・課題 単位施策の目標 主な取り組み単位施策名

川口市マスコット
「きゅぽらん」


